

















































































































































































































































古屋大学出版会、2017年、30 ― 32頁。 
 （3）なお、マッキノンの見解については主に以下
を参照した。キャサリン・マッキノン /アンド
レア・ドウォーキン『ポルノグラフィと性差別』
青木書店、2002年、江口聡「性的モノ化と性の
倫理学」『京都女子大学現代社会研究』、2016年。 
